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induced leucine zipper protein 35)が有力な候補遺伝子として考えられた o
IFP35はAP-1f出叫lyに属するB-ATFというタンパクとheterodimerを形成す
ることでB-ATFとJunとのheterodimer生成を阻害し、結果的にAP-1の作用を
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まで骨量と相関が発表されている、 Estrogenreceptorα、VitaminD receptor， 
MTHFRに関してその多型と骨量との栢闘を解析した。 EstrogenReceptor αの

















遺伝子座の存在する第 13染色体に付いて、 locus存在領域を約 3cMの領域に絞
り込み、その領域内にある 74個の遺伝子の全エクソンの塩基配列解析をすすめ
た。これにより 15個の遺伝子でアミノ酸の配列が異なる cSNPsが存在するこ
とを確認した。そのうち Ggpsl(geranyl-geranyl diphosphate synthase 1)は
骨吸収、骨形成に重要な影響を及ぼすメバロン酸代謝経路の重要な酵素であり、
















73 人の女性(18~29 歳)の大腿骨頚部及び腰椎 BMD を測定し、 IFP35 の遺伝
子解析及び、 Estrogenreceptorα、VitaminD receptor， MTHFRの
polymorphismと骨密度との相関を解析した。 IFP35のすべての exonを検索
したがpolymorphismを確認できなかった。またEstrogenReceptor αと
Vitamin D receptorのpolymorphismと骨量との相関は得られなかったが、
MTHFRのpolymorphismと腰椎BMDに棺関が得られた。
